
市では、災害が予想されるときには、その
危険度に応じて呼び掛けますので、早めの準
備と速やかな避難をお願いします。

「避難準備情報」が出たら

いつでも避難ができるよう、すぐに避難の
準備を始めてください。テレビやラジオ、広
報車などによる放送には、十分に注意してく
ださい。お年寄りや子供は、早めに避難させ
ましょう。
（呼び掛け例 ○○地区の皆さん、大雨・洪
水警報が発令されました。□□川が増水して
います。避難の準備をしてください）

「避難勧告」が出たら

家族や隣近所で助け合って、速やかに避難
を始めましょう。
（呼び掛け例 ○○地区の皆さん、□□川の
堤防が決壊する恐れがありますので、避難を
始めてください）

「避難指示」が出たら

指定された避難所へ直ちに避難しましょう。
（呼び掛け例 ○○地区の皆さん、□□川の
堤防が△△で決壊する危険があります。直ち
に▽▽へ避難をしてください）

昨年の記録的な大雨（９月
１６日から１８日までの総雨量が
２００ミリ超）で、市内でも多数
の被害が発生しました。
市では、９月１７日１７時１５分

に市長を本部長とする災害対
策本部を設置し、２７０人の職員
を集め、１９時２０分には避難勧
告を出しました。避難所１５カ
所には、５７７人が避難し、眠れ
ぬ一夜を過ごしました。
床上浸水や床下浸水が多数

やまだわたり

発生した山田渡町内の虻川さ
んに当日の状況などを伺いま
した。

��当日の状況を教えてください
私は、ここで生まれて育ちました。大分昔、まだ私が小さ

い頃にも米代川の水が増して、堤防を超えて水が来たことが
ありました。そのときは大きな被害も無かったことを覚えて
いますが、今回は、それを上回るすごい水でした。
９月１７日１９時頃、周囲の田んぼに水が上がってきたのが分
かりました。１９時５０分頃、自宅周囲は３cmほど浸水していま
した。その時点で、避難勧告が出されていたことを知りまし
たが、幼い頃の記憶があったものですから「なあに、大丈夫
だろう」と思っていたところ、２２時頃、３３cmに。こりゃ、避
難しなくてはと思いましたが、すでに車での避難は無理だと
気付きました。避難するにも、町内会館にも水が来ていて、
どこへ避難したら良いか、本当に分からなかったのです。
そこへ、餅田会館へ避難していると聞いてたどり着き、支

給された毛布と餅田町内の婦人部の皆さんが持ってきてくれ
た毛布で、不安ながらも休むことができました。
��その後の状況はどうでしたか
翌日からは、後片付けが始まりました。困ったことは、ト

イレの汲み取り、井戸水のポンプが壊れて水が出ないこと、
そして、膨大なごみの処理です。それぞれ、市にお願いして、
優先的に汲み取りをしてもらい、給水車を手配してもらい、
ごみの焼却を無料でやっていただきました。
��市民の皆さんに伝えたいことは
被害に遭って、たくさんの方々に手を差し伸べてもらいま

した。下川沿婦人会の皆さんには炊き出しをしていただきま
したし、共同募金や県、市などからの援助もあって、本当に
助かりました。ひどい災害でしたが、皆さんの善意の心は忘
れません。この場をお借りして、心から感謝を申し上げます。
長年、川と付き合ってきていますから、川のありがたさは

十分に知っています。だからこそ、私たちの町内では、毎年
米代川と長木川の土手のクリーンアップもしています。今回
は川の恐ろしさを再認識しましたが、それでも私は、この川
が大切ですし、ありがたいものだなぁと思っています。

□ 非常持ち出し袋 □ 非常食
□ 飲料水 □ 懐中電灯（予備電池）
□ 携帯ラジオ（予備電池）
□ 救急医療品（常備薬・持病薬）
□ 万能はさみ・ナイフ
□ 手袋（軍手等） □ ロープ
□ ローソク □ ライター・マッチ
□ 防水シート □ ポリ袋・ビニール袋
□ 洗面用具 □ タオル
□ ウエットティッシュ
□ トイレットペーパー □ 笛
□ 予備のメガネ・コンタクト
□ 靴下・下着類 □ 防寒具・雨具
□ 現金（小銭） □ 通帳・印鑑
□ 免許証・健康保険証のコピー

□ 給水袋 □ ラップ
□ アルミホイル □ 携帯カイロ
□ 卓上コンロ（ガスボンベ）
□ 布製ガムテープ □ 油性マジック
□ 簡易トイレ □ ドライシャンプー
□ 携帯電話充電器（電池、手動式）
※数量は家族構成に基づき検討しましょう。
※食料品の賞味期限等、定期的に持ち出し品
の内容を確認しましょう。

非常持ち出し品（例）

あると便利なもの

市からの避難情報
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川の恐ろしさを再認識しました

ひで お

虻 川 � 夫さん
（山田渡町内会長）
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